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１ 内 容 

【見学・講義】「家庭教育支援チーム・子育て支援団体等見学」 

 〈東青地区〉 

   講師 学校法人 認定こども園 油川幼稚園 

園長 敦賀 努子 氏 

  〈上北地区〉 

    講師 Joyful pop 

代表 小比類巻 麻衣 氏 

 

【講義趣旨】 

 

２ 受講者の感想 

〈東青地区〉 

・自然に恵まれた環境で理想的な保育が行われていると感じました。 

子ども達一人一人が大切に尊重され、生き生きと楽しく活動してい 

る様子を参観させていただき、とても良い時間でした。 

〈上北地区〉 

・自分の思いを大切にした結果がどんどん広がり、地域、人（特に子 

ども、保護者の思い）を大切にして活動していることが素晴らしい 

と思いました。ご自身も楽しみながら活動されているところも、と 

ても素敵です。私も自分の思いを大切にし、楽しく活動していきた 

いと思います。 

〈東青地区〉 

・「自然の中であそぶ」、「お話をたくさん読んでもらう」、「音楽・リズムを楽しむ」、「造形

遊び」、「生活リズムを整える」の５つを教育の柱としている。 

・「子どもは遊びの中でこそ、知性も、身体も、心も磨かれて育つ」という考えのもと、豊

かな自然環境を生かし、本当に遊びきれる子どもの生活を大切にして、どんな子もそし

て教師も共に育ち合う教育を目指している。 

・教師は教える人ではなく一緒に育つ人である。子どもたちのモデルとしてどんな姿を見

せられるのか、また、どんな眼差しを向けられるのかを常に考えながら、子どもに向き

合うことが大切である。 

〈上北地区〉 

・訪問と来所の両方で、家庭の暮らしに寄り添っている。家庭へ出向き、いつもの生活リ

ズムを大切に行う「居宅訪問型保育（ベビーシッター）」、保護者が必要な時に安心して

子どもを連れて来られる場所である「一時預かり専門託児所」、これらを２４時間対応で

行っている。 

・子育ての困りごとは平日の昼間だけではなく、夜勤、早朝勤務、急な通院、きょうだい

の行事、保護者が少し息をつきたい時間等、その「困った」に届く支援が地域には必要

である。 

第３回 あおもり家庭教育アドバイザー養成講座 
東青地区：令和８年８月２８日（金）学校法人 認定こども園 油川幼稚園 参加者１４名 

上北地区：令和８年８月１９日（水）一時預かり専門託児所 Joyful pop 参加者２２名 


